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社
会
科
学
研
究
所
（
社
研

宮
嵜
晃
臣
所
長
）
は
本
年

度
、
創
立
70
周
年
を
迎
え

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
12
月

に
講
演
会
、
来
年
１
月
に
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
。
ま
た
、
記
念
の
書
籍
を

刊
行
す
る
。

　
１
９
４
９
年
４
月
、
専
修

大
学
の
新
制
大
学
移
行
と
同

時
に
社
会
科
学
研
究
所
が
誕

生
し
た
。「
経
済
学
及
び
こ

れ
に
関
す
る
諸
科
学
の
総
合

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科

（
遠
山
浩
研
究
科
長
）
が
主

催
す
る
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
日
本
経
済
の
軌
跡
と

展
望
｜
平
成
か
ら
令
和
へ

｜
」
が
10
月
30
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
約
90

人
が
参
加
し
た
。
外
部
の
専

門
家
２
氏
と
経
済
学
研
究
科

の
２
教
員
が
、
平
成
の
経

済
、
政
策
を
見
つ
め
直
し
、

新
時
代
「
令
和
」
の
展
望
に

つ
い
て
縦
横
に
話
し
合
っ

た
。

　
基
調
講
演
し
た
大
正
大
学

地
域
創
生
学
部
教
授
の
小
峰

隆
夫
氏
（
日
本
経
済
研
究
セ

ン
タ
ー
理
事
）
は
バ
ブ
ル
崩

壊
以
後
の
平
成
時
代
の
経
済

状
況
、
政
策
の
意
義
や
問
題

点
、
課
題
に
つ
い
て
具
体
的

に
論
じ
た
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
と
不
良
債

権
、
デ
フ
レ
進
行
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
米
国
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
保
護
主
義
な

ど
の
課
題
が
次
々
に
表
れ
、

そ
れ
に
対
応
し
た
政
策
が
行

わ
れ
て
き
た
も
の
の
決
め
手

に
欠
け
、
何
一
つ
解
決
し
て

い
な
い
現
状
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
経
済
と
政
策

に
関
し
、
国
民
一
般
と
専
門

家
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
い
こ
と
を
調
査
を
基
に
説

明
し
た
。
消
費
税
へ
の
評
価

は
専
門
家
の
「
公
平
で
適

切
」
に
対
し
、
一
般
は
「
逆

進
的
」「
景
気
に
悪
影
響
」。

将
来
必
要
と
な
る
消
費
税
は

専
門
家
が
「
15
〜
20
％
」
に

対
し
一
般
は
「
10
％
」。
小

峰
氏
は
「
政
治
家
は
世
論
に

流
さ
れ
や
す
く
、
政
策
を
誤

る
こ
と
も
あ
る
。
国
民
に
き

ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必

要
だ
」
と
訴
え
た
。

　
パ
ネ
ル
討
論
は
鈴
木
将
覚

教
授
が
司
会
・
進
行
役
を
務

め
、
み
ず
ほ
総
研
チ
ー
フ
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
長
谷
川
克
之

氏
、
田
中
隆
之
、
中
村
吉
明

両
教
授
が
短
く
講
演
し
た

後
、
小
峰
氏
を
交
え
て
議
論

し
た
。

　
長
谷
川
氏
は
「
日
本
を
取

り
巻
く
金
融
、
政
治
環
境
が

グ
ロ
ー
バ
ル
に
変
化
し
て
き

て
い
る
。
米
中
の
間
で
日
本

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き

い
」
と
令
和
時
代
の
展
望
を

話
す
。

　
田
中
教
授
は
平
成
時
代
を

振
り
返
り
「
低
成
長
、
物
価

低
迷
、
官
民
と
も
に
負
債
が

拡
大
、
経
済
構
造
が
変
化
し

た
」
と
指
摘
。
中
村
教
授
は

日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
の

進
化
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

 

小
沢
一
郎
著

　
組
織
の
盛
衰
は
な
ぜ
起
き

る
の
か
？
　
本
書
で
は
、
そ

の
一
要
因
と
な
る
「
進
化
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
対

応
の
様
相
を
切
り
口
と
し

て
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を

解
き
明
か
し
て
い
く
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ェ
ー

ズ
ご
と
に
、
組
織
側
の
継
続

的
顧
客
戦
略
策
定
の
ヒ
ン
ト

を
ま
と
め
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
戦
略
を
実
行
可
能
と
す
る

た
め
に
、
組
織
を
動
か
す
組

織
能
力
の
在
り
方
と
そ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と
議
論
を
展

開
し
て
い
く
。

　
本
書
は
研
究
書
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
目
的
と
し
て
実

務
家
の
皆
様
へ
の
貢
献
を
挙

げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
著
者

自
身
が
25
年
間
の
実
務
家
経

験
を
基
に
、
研
究
と
実
務
と

の
橋
渡
し
を
願
っ
て
執
筆
を

続
け
、
集
大
成
と
し
て
出
版

し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
白
桃
書
房
・
本
体
３
５
４

５
円
＋
税
）

　
著
者
（
お
ざ
わ
・
い
ち
ろ

う
）

経
営
学
部
教
授
。
経

営
戦
略
論
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
論
、
経
営
組
織
論
。

西
周 

現
代
語
訳
セ
レ
ク
シ

ョ
ン

 

菅
原
光
共
訳

　
幕
末
か
ら
明
治
期
に
活
躍

し
た
哲
学
者
・
西に

し

周
あ
ま
ね

が
発
明

し
た
数
多
く
の
学
術
用
語
な

し
に
は
、
我
々
は
思
考
を
め

ぐ
ら
す
こ
と
す
ら
難
し
い
。

「
哲
学
の
父
」
と
も
称
さ
れ

る
西
周
が
我
々
に
与
え
続
け

て
い
る
学
問
上
の
恩
恵
は
計

り
知
れ
な
い
の
だ
が
、
そ
の

文
章
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る

現
代
人
は
多
く
は
な
い
。
母

国
の
偉
大
な
哲
学
者
の
文
章

に
触
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い

う
、
諸
外
国
で
は
珍
し
い
現

状
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

　
彼
が
著
し
た
古
い
文
章
は

現
代
人
に
は
読
解
困
難
だ

し
、『
全
集
』
は
絶
版
と
な

っ
て
久
し
い
の
だ
か
ら
、
そ

れ
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　
日
本
思
想
に
関
心
を
持
つ

一
般
読
者
に
向
け
て
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
テ
キ
ス
ト
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
？
　
西
周
が
著
し
た
文

章
を
で
き
る
だ
け
平
易
な
現

代
日
本
語
に
翻
訳
し
て
出
版

す
る
と
い
う
本
書
の
試
み

は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

(

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
・

本
体
２
５
０
０
円
＋
税)

　
著
者
（
す
が
わ
ら
・
ひ
か

る
）

法
学
部
教
授
。
日
本

政
治
思
想
史
。

　
本
年
度
末
で
12
教
員
が
定
年
退
職
さ
れ

ま
す
。
最
終
講
義
を
行
う
の
は
次
の
方
々

で
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

（
12
月
12
日
現
在
）

最
終
講
義
の
ご
案
内

伊
吹
克
己 

文
学
部
教
授

１
月
11
日（
土
）
13
時
05
分
〜

神
田
１
０
２
教
室

福
島
義
和 

文
学
部
教
授

１
月
17
日（
金
）
14
時
50
分
〜

生
田
１
０
２
１
４
教
室

近
江
吉
明 

文
学
部
教
授

２
月
15
日（
土
）
16
時
〜

生
田
「
蒼
翼
の
間
」

　
大
学
院
公
開
講
座
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
２
「
成
熟
社
会
に
お
け
る

企
業
・
地
域
が
育
む
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
」
が
11
月
８
日
か

ら
29
日
ま
で
、
計
４
回
に
わ

た
っ
て
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
経
済
学
研
究
科

の
企
画
。
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
で
社
会
生
活
に

大
き
な
影
響
が
起
こ
っ
て
い

る
。
講
座
で
は
、
産
業
と
社

会
の
変
革
を
考
察
す
る
時
事

テ
ー
マ
と
あ
っ
て
、
毎
回
多

く
の
受
講
者
が
参
加
し
、
意

見
交
換
も
活
発
に
行
わ
れ

た
。

　
５
教
員
が
講
師
を
務
め

た
。
初
回
の
冒
頭
、
遠
山
浩

研
究
科
長
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
捉
え
方
に
つ
い
て
説

明
。「
社
会
が
成
熟
す
る
と
と

も
に
需
要
は
高
度
化
、
多
様

化
し
、
市
場
は
細
分
化
し
て

い
く
」
と
指
摘
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
分
野
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
分
野
と
に
ま
た
が
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
重

要
性
を
語
っ
た
。
具
体
例
と

し
て
国
連
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
挙

げ
、
貧
困
や
飢
餓
の
解
消
な

ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
目
標

に
対
し
て
、
企
業
が
ど
う
向

き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
か
、

実
例
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

　
こ
の
後
、李
春
霞
助
教
が
、

特
許
の
出
願
・
登
録
件
数
な

ど
膨
大
な
統
計
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
結
果
を
も
と
に
、
日

本
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
現
状
を
解
説
。
最
近
の
傾

向
と
し
て
、
特
許
の
出
願
件

数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
登

録
件
数
は
増
加
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
そ
の
上
で
李
助
教
は
、
世

界
の
特
許
出
願
と
科
学
論
文

発
表
の
件
数
を
都
市
別
に
見

る
と
、
東
京
・
横
浜
が
世
界

で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
国
際
特

許
出
願
件
数
で
は
日
本
は
世

界
第
２
位
な
ど
の
状
況
を
説

明
。「
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
競
争
力
は
低
下
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は

日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
高
い
」
と
語
っ
た
。

　
２
回
目
以
降
は
以
下
の
テ

ー
マ（
講
師
）で
行
わ
れ
た
。

▽
11
月
15
日
「
企
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
｜
｜
自
動
車
産

業
を
中
心
と
し
て
｜
｜
」

（
中
村
吉
明
教
授
）
▽
同
22

日
「
地
域
と
ビ
ジ
ネ
ス
分
野

で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」（
河

藤
佳
彦
教
授
）▽
同
29
日「
地

域
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」（
嵯
峨
生
馬
客
員
教
授
）

産
業
と
社
会
の
変
革
考
察

「
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
高
い
」
と
語
っ
た
李
助
教

新時代「令和」を展望

低
下
を
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

か
ら
明
ら
か
に
し
た
。「
日

本
全
体
に
受
容
性
が
な
く
な

っ
て
い
る
。
新
し
い
産
業
政

策
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て

い
る
」
と
提
言
し
た
。

　
鈴
木
教
授
が
「
低
迷
し
た

30
年
の
原
因
は
」
と
問
い
か

け
る
と
、「
難
し
い
問
題
に

直
面
し
た
が
、
対
応
が
遅
れ

た
」
と
小
峰
氏
が
話
し
た
。

田
中
教
授
は
「
平
成
の
前
半

は
不
良
債
権
処
理
の
先
送
り

な
ど
政
策
の
失
敗
。
後
半
は

高
齢
化
・
人
口
減
少
と
い
う

必
然
の
部
分
が
大
き
い
」
と

解
説
。
中
村
教
授
は
「
多
く

は
政
策
の
失
敗
。
日
本
の
国

民
性
と
し
て
失
敗
に
寛
容
で

な
く
、
政
策
の
ト
ラ
イ
ア
ル

＆
エ
ラ
ー
が
で
き
な
い
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
」
と
論
じ

た
。

平
成
の
経
済
、政
策
を
検
証

社
研
と
経
営
研

　
国
際
交
流
協
定
校
の
韓
国

・
檀
国
大
学
と
専
修
大
学
社

会
科
学
研
究
所
（
宮
嵜
晃
臣

所
長
）、
経
営
研
究
所
（
小

沢
一
郎
所
長
）
と
の
合
同
研

究
会
が
11
月
９
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　
統
一
テ
ー
マ
は
「
日
本
と

韓
国
に
お
け
る
経
済
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」。
檀
国
大
か
ら
チ

ェ
・
チ
ャ
ン
フ
ァ
ン
教
授
、

チ
ョ
ン
・
ス
ン
ヨ
ン
教
授
、

本
学
か
ら
兵
頭
敦
史
経
済
学

部
教
授
、
山
縣
宏
寿
経
済
学

部
准
教
授
の
４
人
が
報
告
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
メ
ン

ト
が
出
さ
れ
、
議
論
を
深
め

た
。

　
合
同
研
究
会
は
、
研
究
者

間
の
積
極
的
な
交
流
を
目
指

し
、
２
０
０
９
年
か
ら
始
ま

っ
た
。
現
在
、
隔
年
で
両
大

学
が
交
互
に
ホ
ス
ト
を
務
め

て
い
る
。
今
回
は
檀
国
大
学

か
ら
４
教
授
が
参
加
し
た
。

的
研
究
を
行
う
こ
と
」
を
目

的
と
し
、
特
定
課
題
に
基
づ

く
総
合
研
究
、
実
態
調
査
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
会
を

実
施
、
成
果
を
所
報
で
発
信

し
て
い
る
。

社研70周年
講演会開催
＆書籍刊行

韓
国
檀
国
大
と
合
同
研
究
会

平成の日本経済を総括したパネル討論

出
席
し
た
両
大
学
の
メ
ン
バ
ー

大
学
院
公
開
講
座

政策科学シンポジウム

社
会
科
学
研
究
所
70
周
年
記
念
講
演
会
（
第
１
部
）

70
年
史
刊
行
記
念
会
（
第
２
部
）

　
社
研
の
所
員
、
参
与
に
よ
る
リ
レ
ー
講
演
や
宮
嵜
所
長

の
記
念
講
演
「
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
進
展
と
社
研
調

査
研
究
活
動
」
な
ど
。

▽
期
日

12
月
21
日
（
土
）

▽
時
間
・
場
所

第
１
部
15
〜
17
時
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

２
１
１
教
室
／
第
２
部
17
時
20
分
〜
19
時
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
３
号
館
「
蒼
翼
の
間
」

社
会
科
学
研
究
所
70
周
年
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
社
研
の
平
尾
光
司
参
与
（
元
経
済
学
部
教
授
）
ら
を
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